r 旦那さん、 旦那さん ご 

さき 

目と 鼻の 前に 居ながら、 大きな 声で 女中が 呼ぶ のに、 

はし やせがた かし どてら 

つい 箸の 手 をと めた 痩 形の、 年配で —— 浴衣に 貸 広袖 

を 重ねた が —— 人品の い い 客が、 

「ああ、 何 だいご 

「どう だね、 おいしい かね ご 

と 額で 顔 を 見て、 その 女中 はきよ ろり としてい る。 

客 は 余り 唐突な のに 驚いた ようだった。 —— 少ぃ経 

験に しろ、 数の 場合に しろ、 旅籠で も 料理屋で も、 給 



ばけ そこな あいきょう 

化 損った 狐の ようで、 しかし 不気味でなくて 愛嬌が 

てお リじま ぬの こ 

ある。 手織 縞の ごつごつした 布 子に、 よれよれの 半襟 

とうち リ めん ぶざま 

で、 唐 縮緬の 帯を不 状に 鳩胸に 高く しめて、 髪 はつい 

通りの 束髪に 結って いる。 

あらた さっき 

これ を 更 めて 見て 客 は 気が ついた。 先刻 も 一 度 そ 

とな すそみ じか すね しリ 

の (北国 一 ) を 大声で 称えて、 裾 短な 脛 を 太く、 臀を 

ま 

振って、 ひょいと 踊る ように 次の 室の 入口 を 隔てた 古 

きんびょうぶ 

い 金屏風の 陰へ 飛 出して 行った のが この 女中ら しい。 

ところで その 金屏風の 絵が、 極彩色の 狩 野の 何某 在 

いす ようき ひ 

銘で、 玄宗 皇帝が 同じ 榻 子に、 楊貴妃 とも たれ 合って、 

よっぽど お か 

笛 を 吹いて いる 処 だから 余程 可笑しい。 



こが 水屋の ように 出来て いて、 それから 大 廊下へ 出入 

口に 立てた のが 件の 金屏風。 すなわち 玄宗と 楊貴妃 

で、 銀 瓶 は 矛い けれども。 …… 次に また 浴衣に 広袖 を 

かさねて 持って 出た 婦は、 と 見る と、 赭ら 顔で、 太々 

おんば ばんてん 

とした 乳母 どんで、 大 縞の ねんね 子 半纏で 四つぐ らい 

な 男の児 を 負った のが、 どし リと 絨毯に 坊主 枕 ほどの 

こども もみだ 

膝 をつ くと、 半纏の 肩から 小児の 顔 を 客の 方へ 揉 出し 

て、 それ、 小父さんに (今日は) をなさい と、 顔と 一 

ひっかた 

所に 引 傾げた。 

学士が 驚いた II 客 は 京の 某 大学の 仏語の 教授で、 

さかき 

榊 三吉と 云う 学者な の だが、 無心の 小児に 向って は、 



とさ もしい 話 だが、 四 高 (金 沢) にしば らく 居た こと 

があって、 土地の 時の ものに 予備知識の ある 学者 だか 

ら、 内々 御馳走 を 期待しながら、 門から 敷石 を 細長く 

引 込んだ もとの 大 玄関 を 横に 抜けて、 広 廊下 を 渡る と、 

一段ぐ つと 高く 上る。 座敷の 入口に、 いかにも (上段 

の 間) と 札に 記して ある。 で、 金屏風の 背後から 謹ん 

ま 

で 座敷へ 帰った が、 上段の 室の 客に はちと 不 釣合な 形 

きょうそく 

に、 脇息 を 横倒しに 枕して、 ごろん となが くなる と、 

瓶掛の 火が、 もみじ を 焚いた ように 赫と 赤く、 銀 瓶の 

湯気が、 すらすらと 楊 貴妃を 霞ませる。 枕 もとに 

松籟 をき いて、 しばらく 理窟 も 学問 も なくなった。 が、 



「私 はまた ほんとうの 電話 かと 思って いたご 

「おお ご 

み 

と 目 を 円く して、 きょろ りと 視て、 

「ほんとの 電話です がね。 どこか 間違った とこで も あ 

るの かよ ご 

「いや、 相 済まん、 …… 間違った の は 私の 方 だ。 —— - 

成程 これで 呼 ぶんだ な。 —— 分りました ご 

「立派な 仕掛 だろ がね え ご 

「立派な 仕掛 だ ご 

「北国 一 だろ ご 

うきあし 

—— それ、 そこで 言って、 ひよ いひよ い 浮 足で 出て 



ゆ うしろ 

行く 処を、 背後から 呼んで、 一 姚子を 跳え た。 

「ゆいの を 頼む よご 

と 追 掛けに 言う と、 

「分った、 分った ご 

と 振り向いて 合点々 々をして、 

「北国 一 ご 

と屛 風の 陰で 腰 を 振って、 ひょいと 出た。 I 

北国 一 を、 ここで また 聞いた のであった。 

二 



そ 
の 



と、 なお 濡れた。 

うっかり 渡そうと して、 「まあ、」 と 気づいた らしく、 

よろ 

「あれ、 取換え ますから、」 II 「いや、 宜しい。 …… 」 

ふところ 

懐中へ 取って、 ずっと 出た。 が、 店 を 立 離れてから、 

たもと 

思う と、 あの、 しおら しい 女の 涙なら ば、 この 抉に 受 

けよう。 口紅の 色 は 残らぬ が、 瞳の 影と ともに 玉 を 包 

んだ 半紙 はこ こに ある。 ちょっと は 返事 をし な 

かった の も そのせ いだろう。 不思議な 処へ行 合せた、 

はなびら 

と 思う うちに、 いや、 しかし、 白い 山茶花の その 花片 

に、 日の 片 あたりが 淡く さすよう に、 目が 腫 ぼったく、 

まぶた 

殊に 圧え た 方の 瞼の 赤かった の は、 煩ら つてい るの 



店の 若旦那 を、 治兵衛 坊主と 言う だてば ご 

「成程、 紙屋 —— あの 雑貨店の 亭主 だな ご 

「若い 人 だ、 活 きる わ、 死ぬ る わと いう 評判 もの だよ ご 

「それで 治兵衛 …… は 分った が、 坊主と はどうした 訳 

かね。」 

かんしゃくもち やきもち 

「何、 旦那さん、 癇癩持 の、 嫉妬 やきで、 ほうず もね 

のぼせしょう 

え 逆 気性で ね、 おまけに、 しっこい、 いんしん 不通 だ ご 

「何 9 」 

「隠元豆、 田螺 さあね。」 

「分らない ご 

「あれ、 はは は、 いんきん、 たむし だてば ご 



「乱暴 だな あご 

らち かっけ やまな か 

「この 山 代の 湯ぐ らいで は埒 あかねえ さ。 脚気 山中、 

かさ 粟津の 湯へ、 七日 湯治 をし ねえ 事に は 半月 十日 寝 

からだ かきむし ひッっ 

られ ねえで、 身体 中搔少 毛って、 目が 引 釣り 上る 若旦那 

でね。 おまけに、 それが 小春さん に、 金子 も、 店 も 田 

ぶちこ いっとき 

地まで も 打 込んで ね。 一時 は、 三月ば かり も、 家へ 入 

れて、 かみさん にして おいた 事 もあった がね ご 

ういに よ ぅぽ う 

I 初 女房、 花嫁ぶ りの 商い はこれ で 分った —— 

「ちゃんと 金子 を 突いた でね えから、 抱えぬ しの 方で 

承知し ねえ だよ。 摺 つた 揉んだ の 挙句が、 小春さん は 

つま 

また 棲 を 取って いる だが ね、 一度 女房に した 女が、 客 



たもと しずく ささん か 

かしい。 抉に 包んだ 半紙の I 卞は、 まさに 山茶花の 露 

である。 

「旦那さん、 何 を 考えて いなさる だね ご 

さっき げいしゃ 

「そうか —— 先刻、 買 ものに 寄った 時、 その 芸妓 は 泣 

いていた よご 

「あれ、 小春さん が 坊主の 店に 居た だかね。 すいても 

きだて こ ないしょ 

嫌うても、 気 立の 優しい ぉ妓 だから、 内証で 逢いに 行つ 

ただろ さ。 —— ほんに、 もうお 十 夜 だ —— 気 むずかし 



「横 びんた 撲り こくる だ ご 

「これ は 驚いた ご 

ともえ はんがく 

「北国 一 だ。 山 代の 巴 板 額 だよ。 四 斗 八 升の 米俵、 

両手で 二 俵 提げる だよ ご 

いきお い 

「偉い— …… その 勢 で、 小春の 味方 をして おやり ご 

「ああ、 すべい よ、 旦那さん が 言わつ しゃるなら。 … 

： 二 

「わざと … … いささか だけれ ど 御 祝儀 だ 。 」 

肩 を 振って、 拗ねた ように、 

うち 

「要らね えよ。 —— 私 こんな もの。 …… 旦那さん。 I 

I 旅行 さ きで 無駄な 銭 を 遣わね えがい いだ。 そして… 



「それ だが ね、 旦那さん ご 

「御覧、 それ、 すぐに 変 替だご 

ま やりき 

「うう む、 ほんとう だ、 が、 こんな 上段の 室で は 遣 切 

れね えだ。 —— 裏 座敷の 四畳半 か 六 畳で、 ふしょうし 

て 下さん せ、 お膳の 御馳走 も、 こんなに はっかね えが、 

な、— しょ 

私が 内証で どうと もす る だよ ご 

客 は 赤黒く、 口の 尖った、 にきびで 肥った 顔 を 見つ 

つ、 

「姐さん、 名 は 何と言う。」 

と 笑って 聞いた。 

「ふ、 ふ、 ふ。 I と 首 を 振って いる。 



「何、」 

「私の 顔 だよ、 猿 だてば ご 

「すると、 幾 歳 だつ けな ご 

「桃 栗 三年、 三 歳 だよ、 は ははご 

と 笑いながら 龃 出した。 この 顔が —— くどい よう だ 

が I 楊 貴妃の 上へ 押 並んで 振 向いて、 

「二十 だ …… 鼬 だ …… ベべ ベべ、 ベ い —— 」 

ここに、 第 九 師団 衛戍 病院の 白い 分院が ある。 —— 



となって、 暖かに 霞んで 飛 交う。 

日 南の 虹の 姫た ちで ある。 

風情に 見惚れて、 近 江 屋の客 はた だ 一 人、 三角 畑の 

角に 立って、 山 を 背に 繞 らしつ つ \ィ んで いるので あつ 

た。 

あた リ のど しずか すま 

四辺の 長閑 かさ。 しかし 静な事 は —— 昼飯 を 済せ 

てから —— 買 ものに 出た 時と は 反対の 方に —— そぞろ 

あるき いでゆ くるわ 

歩行で ぶら りと 出て、 温泉の 廓 を 一 巡り、 店 さきの き 

らび やかな 九 谷 焼、 奥深く 彩った 漆器 店。 両側の 商店 

なまめ ベ に ごうし 

が、 やがて 片側に なって、 媚 かしい、 紅 がら 格子 を 五 

せ せらぎ 

六 軒 見た あと は、 細流が 流れて、 薬師 山 を 一 方に、 



や、 たたきつける ように 片袖を 口に 当てた が、 声 は 高々 

と、 澄 切った 空 を、 野に 響いた。 

r お 矛 ま 矛 ま ま +Q 矛 ま ち ま 矛 ま ま II 

おや、 顔に 何 かついて いる 9 …… す ベリ を 扱いて、 

思わず 撫でる と、 これが また 化かされ ものが 狐に 対す 

ゥ* ま 

る 眉毛に 唾と 見えたろう。 

金 切 声で、 「ほほ ほほ ほほ。」 

つれ しま 

十 歩ば かり 先に 立って、 一人 男の 連が 居た。 縞 がら 

なリ なかおれぼう 

は 分らない が、 く すんだ 装で、 青磁 色の 中折帽 を 前の 

めり にした 小 造な、 痩せた、 形の 粘々 とした 男で あつ 

た。 これが、 その 晴 やかな 大笑の 笑声に 驚いた よう 



に立留 つて、 廂 睨みに、 女 を 見て いる。 

何 を 笑う、 教授 はまた …… これ はこの 陽気に 外套 を 

おかし 

着た のが 可 笑 いので あろうと 思った …… 言う ま でもな 

としょり 

い。 —— 途中で な、 誰 を 見ても、 若い ものに も、 老人 

にも、 外套 を 着た もの は 一人 もなかった。 湯の 廓 は 皆 

どてら である いきおい はだか 

柳の 中 を 広袖で 出歩 行く。 勢 なの は 浴衣 一 枚、 裸体 

も 見えた。 もっとも 宿 を 出る 時、 外套 はと 気がさした 

が、 借りて 着込んだ 浴衣の 糊が 硬々 と 突 張って、 広袖 

の膚 にっかな いのが、 悪く 風 を 通して、 ぞくぞく する 

ために、 すつ ぼり と 着込んで いるので ある。 成程、 た 

ま つ < ろ 

だ 一人、 帽子 も 外套 も 真黒に、 畑に、 っッ くりと 立つ 



胸 を 反して、 仰向けに、 

「あま まま ま。 」 

たちまちく るりとう しろ 向きに、 何 か、 もみじの 散 

りか かる 小紋の 羽織の 背筋 を 見せて、 向う むきに、 雪 

おじぎ 

の 遠山へ、 やたらに 叩頭 をす る 姿で、 うつむいて、 

「お まま、 あま ま、 あま まま まま。 あ ま はま まま。 I 

ときいろ ハンケ チ い き 

やがて、 朱鷺 色の 手 巾で ロを蔽 うて、 肩で 呼吸して、 

すま あ る 

向 直って、 ッンと 澄して 横顔で 歩行こう とした。 が、 

おのず 

何と、 自 から 目が こっちに 向く ではない か。 二つ 三 

つ 手 巾に、 すぶり を くれて、 たたきつけて、 また 笑つ 

た。 



r お 矛 まま ま まま ま まま まま ま II 

やつくち も くれない 

八 口 を洩る 紅 に、 腕の 白 さの ちらめ くの を、 振つ 

も みもだえ 

て 揉んで 身悶 する。 

つれ ひとあし おさ 

き よろんと 立った 連の 男が、 一歩 返して、 圧え る ご 

にぎ リこ ぶし かが 

とくに、 握 拳 をぬ つと 突出す と、 今度 は その 顔 を 屈 

み 腰に 仰向いて 見て、 それに も、 したたかに 笑った が、 

またもや 目 を 教授に 向けた。 

教授 も 堪えず、 ひとり 寂しく ニヤ ニヤと しながら、 

半ば 茫然と して 立って いたが、 余りの 事に、 そこで、 

うっかり、 ベ か ッこを 遣った と 思え。 

「き やつ、 ひい ッご と 逆に 半身 を 折って、 前へ 折曲げ 



て、 脾腹を 腕で 圧え たが 追 着かない。 身 を 悶え、 肩 を 

揉み 揉み へとへとに なったら しい。 .：：• 畦の 端の 草 も 

み じに、 だらしなく 膝 をつ いた。 半襟の 藍に 嫁菜が 咲 

いて、 

r お ま ま ま 4!^J - &. h T.6 お ま 矛 矛 ま- II 

そこ を 両脇、 乳 も、 胸 も、 も ぞもぞ と 尾花が 櫟 る！ 

はだかる 襟の 白 さ を 合すと、 合す 隙に、 しどけ ない 膝 

しま だ 

小僧の 雪 を 敷く。 島田鬅 も、 切れ、 はら はらと なって、 

r 堪 してよう、 お ほ まま ま、 あま ま ま まま。」 

と、 手 を ふる はずみに、 鳴子 緦に、 くいつく ばかり、 

ひしと 鎚 ると、 刈 田の 鳴子が、 山に 響いて からから か 



て、 むくむ くと して、 音の する ほど 膨れ 上って、 なお 

こら やりき 

堪えず、 お ほほ ほほ、 笑声 を 吸 込んで、 遣 切れ なくなつ 

て、 はち切れた。 稲穂が ゆさゆさと 一 斉に 揺れた と 思 

うと、 女の 顔が ぼつと 出て、 髪 を 黒く、 唇 を 紅く、 

r お ま ま ま 矛 ま- &. h 13 &. h _HJ II 

だら め おどれ 

「白痴 奴、 汝！」 

いか もと 

ねつい、 怒った 声が 響く と 同時に、 ハツと して、 旧 

の路へ 遁げ出した 女の 背に、 つかみかかる 男の 手が、 

伸びつつ 届く を、 躱 そうとし たのが、 真横にば つたり。 

伸し かかる と、 ニッ 三ッ、 もの を も 言わずに、 頰と 

も 言わず、 肩と も 言わず、 男の 拳が、 尾花の 穂が へし 



折れる ように 見えて 打擲した。 

どろ まっしろ 

顔 も、 髪 も、 土 まみれに、 真白な 手 を 袖口から、 ひ 

しと 合せて、 おがんで 鎚 つて、 起きよう とする、 腕 を 

払って、 男が 足 を 上げて 一 つ 蹴た。 

瞬く ばかりの 間で ある。 

「1? をす る、 何 をす る。」 

やまが そばづえ 

たかが 山家の 恋で ある。 男女の 痴話の 傍杖より、 今 

は、 高き 天、 広き 世 を 持つ、 学士 榊三吉 も、 むかし、 

一 高で 骨 を 鍛えた 向 陵 の 健児 の 意気 は 衰えず、 

「1? をす る、 何 をす るんだ。」 

みち あぜ 

草の 径も もどかしい。 畦と もい わず、 刈 田と 言わず 



涙の 目で なお 笑った。 

「お ほほ ほほ ほ、 堪忍、 御免な すつ て、 あは まま まば。」 

としごろ ぶぜん 

妙齢 だ。 この 箸が ころんでも 笑う もの を、 と 憮然と 

しつつ、 駒下駄が 飛んで、 はだしの 清い、 肩 も 膝 も 

くれない おんな 

紅 の 乱れた 婦の、 半ば 起きた 肩 を 抱いた。 

「御免な すって、 旦那さん、 赤蜻蛉 をつ かまえようと 

遊ばした、 貴方の、 貴方の 形が、 余り …… 余り …… お 

- 一 、 - 一 、 - 一 、 PK o - 

「いや、 我ながら、 思えば 可笑しい。 笑う の は 当り前 

だ。 が、 気の毒 だ。 連の 男 は 何とい う 乱暴 だ ご 

うち 

「ええ、 家で はかえ つて 人目に 立つ ッて、 あの、 お ほ 



ほ、 心中の 相談 をし に 来た 処 だもので すから、 あは は 

ま ま 」 

ひたと 胸に、 顔 を うずめて、 泣きながら、 

r あ 矛 ま- 矛 ま H.0 II 

「旦那さん、 そんなら、 あの、 私、 …… 死なず と 大事 

ございま せんか …… 」 

「 — 言う だけの 事 はない よ、 — まる ッ きり、 お前 

さんが 慾ば かりで だました のでみ た処で …… こっち は 



うなず げいしゃ 

に 頷かれよう。 芸妓で ある。 そのまま 伴って 来る の 

しさ い 

に、 何の 仔細 もなかつ たこと もまた 断る に 及ぶまい。 

なお 聞けば、 心中 は、 単に 相談ば かりで はない。 こ 

うした 場所と、 身の上で は、 夜中よりも 人目に 立た な 

しずか ひなた えだみち 

い、 静な日 南の 隙 を 計って、 岐路 を あれから すぐ、 桂 

じょうぎよう じ 

谷へ 行く と、 浄行 寺と 云う 門徒 宗が 男の 寺。 …… そ 

ま あいて たもと あきな い 

こで 宵の 間に 死ぬ つもりで、 対 手の 抉に は、 商 もの 

の、 (何とか 入らず) と、 懐中に は 小刀 さえ 用意して い 

た と言うの である。 

うわまえ ずリ さが ゆる 

上前の 摺 下る …… 腰帯の 弛んだ の を、 気にしい しい、 

片手で ほ つれ 毛を搔 きながら、 少し あとへ 退って つい 



「お ほほ。」 

「ああ、 ほんと に 笑った な —— もう 可し、 決して 死ぬ 

んじ やない よご 

ことば 

「たとい 間違って おりましても、 貴方のお 言ば かリ 

で；^ きます。 女の 道に 欠けた と言われ、 薄情 だ、 売女 

だ と 言う 人が ありましても、 …… 口に 出して は 言 い ま 

せんけれ ど、 心で は、 貴方のお 言葉 ゆえと、 安心 をい 

たします ご 

「あえて 構わない。 この 俺が、 私と 言う ものが、 死ぬ 

なと 言った から 死なない と、 構わず 言え。 言つ 

た つ て 決して 構わん ご 



「可 恐い わ、 旦那さん ご 

その 水 さしが、 さて …… いま やっぱり、 手水 鉢の I 

すわ かすか さぎ くちばし 

に据 つてい るの が幽に 見える。 夕 暮の鷺 が 長い 嘴 

で留 つたよう で、 何となく、 水の 音 も、 ひた ひたとす 

みみずく 

るよう だった が、 この 時、 木菟の ようになって、 とつ 

ま つ くら 

ぶりと 暮れて 真暗だった。 

「どうした、 どうした。 …… おお、 泣いて いるの か。 

II 私 は …… 」 

「ああれ、 旦那さん ご 



うな 

「うう む、 うう むご と 呻った。 

「申 訳の なさに 五体が 震える。 何 だ、 その 女に 対して、 

隠元、 田螺の 分際で、 薄汚い。 いろ も、 亭主 も、 心中 

も、 殺す も、 活すも ある もの か。 —— 静 にこ こ を引揚 

げて、 早く 粟津の 湯へ 入れ 自分に も 二つ は ある ま 

い、 生命の 養生 をす るが ゆい ご 

「餓鬼め が、 畜生！」 

「おっと、 どっこい ご 

「うむ、 放せ ご 

「姐さん、 放して おやり ご 

r 危ぇ、 旦那さん ご 



ここの 湯の 廓 は 柳が いい。 分けて 今宵 は 月夜で あ 

る。 五 株、 六 株、 七 株、 すらすらと 立ち 長く 靡いて、 

しっとりと、 見附 を繞 つて 向 合う 湯 宿が、 皆 この 葉 越 

に 窺われる。 どれ も 赤い 柱、 白い 壁が、 十五 間間 口、 

十 間間 口、 八 間間 口、 大きな (舎) という 字 を さなが 

らに、 湯煙の 薄い 胡 粉で ぼかして、 月影に 浮いて いて、 

甍 の 露 も 紫に 凝る ばか リ、 中空に 冴えた 月ながら、 気 

おぶ 5 わ 

の 暖かさに 朧 である。 そして 裏に 立つ 山に 湧き、 処々 

あお すなご ちリば 

に 透く 細い 町に 霧が 流れて、 電燈の 蒼い 砂子 を 鏤め 

た 景色 は、 広 重が ピラミッドの 夢 を 描いた ようで ある。 



見附 正面の 総 湯の 門に は、 浅葱に、 紺に、 茶の 旗が、 

おさめて ぬぐい まつ リ 

納 手拭 のように 立って、 湯の 中 は 祭礼 かと 思う 人声の、 

のきさき 

女 まじりの 賑 かさ。 —— だぶだぶと 湯の 動く 音。 軒 前 

みせ あめ 

に は、 駄菓子 店、 甘酒の 店、 飴の 湯、 水菓子の 夜店が 

ゆ な ひげ すす 

並んで、 客 も 集れば、 湯女 も 掛ける。 髯が 啜る 甘酒に、 

歌の心 は 見えない が、 白い 手に むく 柿の 皮 は、 染めた 

ささ 蟹の 糸で ある。 

みな 立つ 湯気につつ まれて、 布 子 も 浴衣の 色に 見え 

た。 

ちょうちん あか 

人の 出入り 一 盛り。 仕出しの 提灯 二つ 三 つ。 紅い 

は、 おでん、 白い は、 薷麦。 横 路地 を ii と 出て、 やや 



くぐりど かどぐち 

潜 戸 を 細目に 背に した 門口に、 月に 青い 袖、 帯 黒く、 

客 を 呼ぶ のか、 招く のか、 人 待 顔に 袖 を 合せて、 肩つ 

たたす おんな 

き 寒く 佇んだ、 影の ような 婦が ある。 と、 裏の 小路 

から ふらりと 出て、 横 合から むず と 寄つ て 肩 を 抱いた _ 

その 押つ ぶした ような 帽子の 中の 男の 顔 を、 熟と すか 

して そう 言った。 

かど 

「お 門が 違う やろ ね、 早う 小春さん のと こへ 行く 事 

や ご と、 格子の 方へ くるりと 背く。 

とな リ 

紙屋 は 黙って、 ふいと 離れて、 すぐ 軒なら びの 隣家 

の 柱へ、 腕で 目 をお さえる ように、 帽子ぐ るみ 附着い 

た。 



「北国 一 だ —— 」 

あ S あか 

と 高く 叫ぶ と、 その 外套の 袖が 煽って、 紅い 裾が、 

はら はらと 乱れた ので ある。 

九 

さっき おしゃく めくら 

—— 「小春さん、 先刻の、 あの 可愛い 雛妓 と、 盲目 

の 爺さんた ち を ここへ お呼び。 で、 お前さんが 主人に 

なって、 皆で 湯へ 入って、 御馳走 を 食べて、 互に 慰め 

もし、 また、 慰められ もす るが 可い。 

治兵衛 坊主 は、 お前さんの 親た ち、 弟に 逢った 事 は 



停車場 を 出る と、 見通しの 細い 道 を、 いま 教授が のせ 

たなり に、 ただ 袖に 手 を 掛けた ばかり、 長い 外套の 裾 

ひき .19 

を ずるずると 地に 曳摺 るの を、 そのままで、 不思議に 

しょんぼりと 帰って 行く の を 見て、 おしげなく ほろ り 

として 手 を 組んだ。 

発車した。 

よ ひま 

—— お 光 は、 夜の 隙の あいてから、 これ を 着て、 嬉 

おもて 

しがって 戸外へ 出た ので ある。 …… はじめは 上段の 間 

へ 出向いて、 

「北国 一 ご 



な ふうさい 

と言うと、 持った 杖 を ハタと 擲 げた。 その 風采 や、 

いっさん 

さながら 一 山の 大 導師、 一 体の 聖者の ごとく 見えた の 

であった。 

大正 十二 ( 一 九 二三) 年 一 月 
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